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日本原産野生種クマガワブドウ(Vitis kiusi α仰 Momiyama) の

挿し木発根の困難性と枝梢内フェノール物質との関係
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Relationship between Rooting Difficulty of Cuttings and Content of Phenolic Compounds in 

Shoots of the Japanese Wild Grape Vitis kiusia 加 Momiyama
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The rooting ability of cuttings of Vitis kiusia 仰 Momiyama ，a ]apanese wild grape species ， was investigated. Both 

hardwood and softwood cuttings were difficult to root ， and even indolebutyric acid treatment could not improve the 

rooting of hardwood cuttings. Ethanol extracts from dormant shoots of both V. kiusiana and 'Muscat of Alexandria' 

inhibited the root growth of rice seedlings ， but the V. kiusiana extract had stronger inhibition. These solutions seemed 

to contain phenolic compounds because rice root growth was improved when polyvinylpolypirrolidone (PVPP) ， a 

phenolics absorbent ， was added. The seasonal endogenous phenolic compound content per dry weight of V. kiusiana 

shoots exceeded that of 'Campbell Early'. The results show that the rooting ability of V. kiusiana cuttings is very poor 

because of excess endogenous phenolics in the shoots. 
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緒論

わが国に自生する野生ブドウのうち、クマガワブ

ドウ (Vitis kiusiana Momiyama) は熊本県球磨川流

域で発見された野生種であり、枝梢上に短い腺毛を

有することが知られている (17 、18) 。このクマガ

ワブドウは、日本自然保護協会刊行の「我が国にお

ける保護上重要な植物種J(通称「日本版レッドデー

タブック植物編J) において危急種に挙げられており、

今すぐ絶滅の危機に瀕することはないが、現状では

確実に絶滅の方向に向かっていると判断されている

(20) 。

本種は、接ぎ木用の台木として掘り取られるとの

報告もあるが (20) 、ほとんど利用されていない。

しかし、本種の果皮に含まれるアントシアニンの種

類 (15) および含量 (19) は栽培ブドウよりも多く、

同種 (20) またはその変種 (10) ではないかと考え

られている中国の毛葡萄 (V. q仰向uangularis

Rehder) はすでに中国広東省永福県および山東省

博山県などの地域で栽培、利用されており、その果

実で醸造したワインはチョウセンヤマブドウ (v.

αmurensis Rupr.) のものより良好で、ワインの原

料としては中国原産野生ブドウ中、最優秀の評価を

得ている (8 、11) 0 しかし、毛葡萄は挿し木発根

が極めて困難であり(9 、12) 、さらに、オーキシ

ン処理による挿し木発根率の向上も見られないため、

繁殖は取り木および毛葡萄実生への接ぎ木が一般的

に行われている (12) 。クマガワブドウも極めて挿

し木発根が困難であると考えられ、本種の個体再生

および増殖は、遺伝資源の保護の面から、あるいは

野生種を原料とした加工品なと手への利用の面から重

要な課題である。

そこで本研究は、クマガワブドウの挿し木発根に

関していくつかの知見を得たので報告する。
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材料と方法

実験1.挿し木実験

(1)休眠枝挿し

休眠期である 12 月上旬に、大阪府立大学実験圃場

栽植のクマガワブドウ成木および比較的挿し木発根

の容易な栽培品種の‘マスカット・オブ・アレキサ

ンドリア， (以下、 ‘アレキ， )成木(大阪府立大

学農学部附属農場無加温ガラス室内栽植)より採取

した休眠枝を 1芽に調製した後、 45 "Cの温湯に 6 時

間浸漬処理して休眠打破し、一部を休眠打破直後に

パーミキユライト床に挿し、残りをさらにインドー

ル酪酸 (IBA) 1000mg/L (50% エタノール水溶液)

に 5秒間基部浸漬処理した後 パーミキュライト床

に挿し木した。各処理区には挿し穂を20 本供試し、

25 "Cの恒温室に入れて 1か月後の発根率を調査した。

(2) 底熱処理

休眠期に採取したクマガワブドウと‘アレキ'の

枝を乾燥しないように 4 月まで低温貯蔵しておき、

4 月に 1芽に調製した20 本の挿し穂を、底にニクロ

ム線が引かれている川砂床に挿し木し(地温20 "C)、

1 日15 分間ミスト湛水して、 1か月後の発根率を調

査した。なお、 IBA 処理は行わなかった。

(3) 緑枝挿し

新梢伸長が盛んな時期である 8 月にクマガワブド

ウと‘アレキ'の緑枝を採取し、 1芽に調製(葉は

112 に切除)した後、 20 本の挿し穂をパーミキュラ

イト床に挿し木し、寒冷紗で遮光したミスト室に搬

入した。濯水のためのミスト処理は日中30 分ごとに

30 秒間行った。 1 か月後の発根率を調査した。なお、

IBA 処理は行わなかった。

実験 2. 枝梢内フエノール物質の発根抑制作用の検

定

休眠期である 1 月に、クマガワブドウ(枝梢の直

径 7-9 mm) と ‘アレキ， (枝梢の直径10-12mm)

の枝梢100g を採取し、勢定鉄で細かく裁断した後、

茶珍(1)の方法を参考にして熱エタノール抽出を

行った。抽出液はエパポレータ (45 "C以下、減圧下)

でエタノールを除去後、 100mL に定容した。定容液

は、以下のフェノール物質含量の測定およびイネに

よる生物検定に用いた。

フェノール物質含量の測定は、定容液の500 倍希

釈液 5 mL に酸度が 1N のフェノール試薬 5 mL を加

望岡亮介・小田容子・椿本美也子

えて混合し、 3分後に10% 炭酸ナトリウム水溶液 5

mL を加えてさらに混合し、 1 時間後に分光光度計

により 530nm の吸光度を測定した。検量線はクロロ

ゲン酸について作成した(1)。

発根抑制作用の生物検定には、大阪府立大学農学

部附属農場で収穫されたイネ‘日本晴'の実生を用

いた。すなわち、イネ種子を 1%次亜塩素酸ナトリ

ウム水溶液に15 分間浸漬して滅菌した後、水洗して

脱イオン水を入れたビーカー中に播種した。ハト胸

期に達した種子を、試料液 2mL を入れた管ぴ、んに20

粒ずつ置床し、蛍光灯下、 25 "Cで 1週間培養した後、

地上部(第 2 葉鞘長)および地下部(最大根長)を

測定した。試料液として、前述のクマガワブドウお

よび‘アレキ'の定容液を、 1 (原液)、 1/10 、1/100

および111000 にそれぞれ脱イオン水で希釈したもの

を用いた。なお、対照区は脱イオン水とした。さら

に、各試料液にフェノール物質吸着剤である不溶性

のポリピニルポリピロリドン (pvpp) を2% (W/V) 

添加・振とうした後のろ液についても同様の検定を

行った。

実験 3. 枝梢内フェノール物質含量の季節的変化

大阪府立大学農学部実験圃場栽植のクマガワブド

ウおよび‘キャンベル・アーリー， (以下、 ‘キヤ

ンベル'。枝梢の直径 7 -10mm) を用い、萌芽直

前(クマガワブドウ:4月12 日、 ‘キャンベル'

4 月 7 日)、萌芽直後(クマガワブドウ: 4 月15 日、

‘キャンベル 4月15 日)、新梢伸長最盛期(ク

マガワブドウ:6 月25 日および9 月3 日、 ‘キャン

ベル 6 月25 日)、新梢伸長停止期(クマガワブ

ドウ:10 月9 日、 ‘キャンベル 9 月3 日)、落

葉期(クマガワブドウ :11 月 9 日、 ‘キャンベル'

: 10 月 9 日)および休眠期(クマガワブドウ:12 月

17 日、 ‘キャンベル， : 12 月13 日)にそれぞれ枝梢

を採取し、抽出時まで-20 0C の冷凍庫に保存した。

フェノール物質の定量では、各20g の枝梢に99% エ

タノールを加えて抽出し、続いて酢酸エチルで分配、

グリシン塩NaOH 分配し、精製した (Fig. 1)。この

グリシン塩NaOH 可溶性画分は強アルカリ性なので、

1M のHCl で、pH を6.5 に調整し‘ 20mL に定容した。そ

の後、定容液を200 倍に希釈し、実験 2. の方法でフェ

ノール物質を分光光度計により比色定量した。その

際、吸光波長は750nm とし、フェノール物質含量は
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Sample (20g 企esh weight) 

Aqueouse 也anol 仮出ct

Ex 加 ct wi 也 99% ethanol heated in a water bath 

Homoge 瓜m 血.esample

Fi1 trate 也.ehomogenized sample 

Wash 白e residuewi 也 80% hot ethanol 

R 国 idue

Evaporate to aqueous phase in vacuo 

Partition with ethylacetate at pH 3.0 

Ethyiacetate phase 

トF副畑山odi 叩 cinateNaOH 叩 p Hω

Aqueous phase 

Aqueo 凶 phase

↓ 
Ethylacetate phase 

Determination of phenolic COI 即日四ds

Fig. 1. Flow diagram showing proced 町 e for ex 回 ction and pur 也cation ofpheno 1i c compounds. 

没食子酸で換算した。 根の困難なことが確認された。また、クマガワブド

ウの緑枝挿し区の生存個体のうちで発根が認められ

なかった個体の多くは、挿し木基部にカルスが形成

されていた (Fig.2) 。

結果

実験 1 園

挿し木実験の結果を Table 1に示した。 ‘アレキ'

はいずれの処理区においても高い発根率を示したの

に対して、クマガワブドウは、温湯により休眠打破

した枝梢で、 IBA 処理の有無に関わらず萌芽個体は

認められるものの、葉が 2 - 3 枚展開するまでに新

梢は枯死し、発根は全く認められなかった。一方、

底熱処理区では 15% 、緑枝挿し区では20% の発根が

認められるにとどまり、クマガワブドウは挿し木発

実験 2.

イネ‘日本晴'を用いた生物検定の結果を Fig.3

に示した。イネ地上部(第 2 葉鞘長)では、クマガ

ワブドウ、 ‘アレキ'の抽出液の 1倍液(原液)を

除いて、 pvpp 添加、無添加にかかわらず、両者の

生育に差異は見られず、対照区と大差はなかったが、

抽出液の濃度が濃いほど根の生長は抑制された。す

なわち、挿し木発根が容易な‘アレキ'では 11100

Table 1. Rooting rates of Vitis /ciusiana and ‘Muscat of Al ex 皿金ia' cu 雌時S.

Grape cu 胞 g Trea 回 .ent Roo 也，gra 恒例)

Vitis kius 勿na Hardwood H narowooo Hotwater 。
Hot wate t+m N  。
Botlomhea t" 15 

Softwood Mist irrigation 20 

‘Muscat of Al exandria' Hardwood Hotwater 60 
Hot wate t+m A  50 
Ba 悦omheat 80 

Softwood Mis t irrigation 75 

• Cu 凶ngs were soaked in 45 'C water for 6 h to bre 池山ir bud donnancy. 

y Cu 制且.gs were soaked in 45 'C water for 6 h ， and the basal par 旬。f 也E 四凶ngs were then 

immersed in 50% aqueous ethanol with 1 ，000m g/L m A  for 5 seconds. 

実The temperature was 20 'C. 
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Fig. 2. Feat 町田口fs 町村ving Vit Lr lciusiana 80: 貸woodcu 凶n伊・ Le ft: cu 悩ngwi 血 a callU8 on its base 

wi 也out root fonnati 四 or shoot el 日目伊tio n. Right: c雌且g exhibiting root fonnation and shoot 

ノール物質含量は

(Table 2)。

実験 3.

枝梢内フェノール物質含量の季節的変化をFig.4

に示した。新鮮重当たりのフェノール物質含量では、

‘キャンベル'では新梢伸長最盛期 (6 月下旬)に

急減したが、その他の時期はほぼ一定の値であった。

それに対して、クマガワブドウでは萌芽に伴いフェ

ノール物質含量は減少し、 9 月上旬に最低値を示し

の約2.5 倍であった‘アレキ'

elongatio n. 

希釈液で根の生長抑制が見られなくなったのに対し

て、挿し木発根が困難なクマガワブドウでは阿倍率

の希釈液でも著しい根の生長抑制が認められ、

1/1000 希釈液で根の生育抑制が見られなくなった。

しかし、 pvpp 添加区では1/100 希釈ですでに根の

生育抑制は見られなくなった。また、 pvpp 無添加

区で111000 希釈液は根の生長を促進する傾向が見ら

れた。

なお、 この時期のクマガワブドウの枝梢内フェ

With pvpp 
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Fig. 3. Infl uence of ethanol 飢 加咽 from shoo 旬。f VU Lr kiusiana and 'M凶 叫 of A1叙阻世 ia' on 

grow 也 of 'Nipponbare' rice seedlings. Bars 泊dicate 曲目d釘derror ・
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TBble 2. Phenolic comp 叩 ndconte 曲 extrBc 旬dfro 畑 donnant shoo 旬

of Vitis ~i削'anaand ‘M凶ωtofAl回粗削且

Phenolic co m.恒例mdconten ぽ

(:gl lO O g量m血wei 曲。
0.68 土0.0 9"

0.30土 0.07

• Phenolic ∞mpounds wereω 凹 E巾 d 恒旬 chlorogenic acid. 

Y MeBns 土昌也n伽rderror.
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Vitis Iau.s ialla 
‘Muscat of Alexan 金也¥

な樹種ではタンニン含量が高く、デンプン含量の低

い傾向にあることが指摘されている (13) 。さらに、

フェノール物質が植物の発根を阻害するという報告

もいくつか知られている (4 、 5 、 6 、7)。本研

究において、供試した休眠枝の抽出液では根の生育

抑制が見られたが、抽出液にpvpp を添加し、フェ

ノール物質を除去してイネ生育テストにかけたとこ

ろ、根の生育抑制が軽減されたことから、イネの根

の生育を抑制していたのはフェノール物質であるこ

とが示唆された。

ヤナギ (Salix atrocinerea) やクリ (Castanea sativa) 

の枝梢内にはフェノール物質であるパラオキシ安息

香酸あるいはパニリン酸の存在が確認されているが、

これらのフェノール酸は、低濃度では発根促進、高

濃度では発根抑制作用があるとされている(3 )。

本研究の結果、クマガワブドウの休眠枝は、挿し木

発根容易な‘アレキ'や‘キャンベル'の 2倍程度

のフェノール物質を含むことが明らかとなり、また、

pvpp 無添加の生物検定において、低濃度である

111000 希釈液でイネの根の生長が促進されたことか

ら、ブドウの挿し木における発根の難易も、この枝

梢内フェノール物質含量により影響されるものと推

察された。なお、ブドウの枝梢中に含まれるフェノー

ル物質の種類について報告が見当たらなかったので、

今回クロロゲン酸と没食子酸で換算した。

ブドウの茎頂培養において、茎頂中の全フェノー

ル含量と茎頂の生存率の聞に負の相関関係のあるこ

とが認められている (23) 。さらに、筆者ら(16)

はクマガワブドウの茎頂培養において、茎頂をフェ

ノール物質吸着剤のポリピニルピロリドン (pvp)

Fig. 4. S摘。nal chang 倒 in conte ，曲 of phenolic compounds 偲回.cted fro m. shoo 也 of Vitis /ciusiana 添加滅菌水中で摘出し、

(0) 阻 d ・Campbell Esr ly 仏). Phenolic 即時0四 ds were conver 凶泊，to gallic Bcid. Broken and p V P P を添加した固形培地で

unbroken lin 凶泊dicate ∞帥nt per 句 weight and 企抽 weigh t，悶 Ipectively. Bars indi 個旬 培養すると生存率が向上する

ことも認めている。

たが、休眠期に向かつて増大していった。また、乾

物重当たりのフェノール物質含量で見ると、 ‘キャ

ンベル'では調査期間中0.6-0.8mg/100gDW と変

動は小きかったが、クマガワブドウは全期間を通じ

て‘キャンベル'より高い値を示した。

休眠期 (12 月)におけるフェノール物質含量は、

新鮮重および乾物重のどちらの場合でも、クマガワ

ブドウは‘キャンベル'の約 2倍の値を示した。

考 察

一般に、挿し木発根の容易な植物では、フェノー

ル物質であるタンニンが挿し穂中に少なく、デンプ

ン含量の高い傾向が見られるのに対して、発根困難

B
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クマカワブドウと同じく、休眠枝の挿し木発根が

極めて困難であるマスカデイン・ブドウ(V i tis 

rotundifol ω) の繁殖は主に取り木あるいは緑枝のミ

スト挿しが行われ成功をおさめているが、 7 月中旬

以降は発根率が低下し、 IBA 処理による発根率の向

上効果は劣るとされている(2 )。マスカデイン・

ブドウの挿し木発根困難性の原因についての研究報

告は見当たらないが、あるいはクマガワブドウと同

様、挿し穂中に発根阻害物質が多く含まれているの

かもしれない。

フェノール物質は植物にとって病虫害からの生体

防御物質でもあり、栽培グリ (21) やシバグリ (14)

では、クリタマパチの被害を受けていない樹はカテ

コールタンニン、ロイコシアニジンなどのポリフェ

ノール含量が高いことが報告されている。クマガワ

ブドウの圃場観察では、ブドウスカシパやブドウト

ラカミキリの幼虫の食害は現在認められておらず

(未発表)、本野生種が樹幹害虫に対して抵抗性を

持つことをうかがわせている。また、毛葡萄も病虫

害があまり認められず(12)、黒痘病には抵抗性を

示すとされている (22) 0 

以上の結果から、クマガワブドウの挿し木発根の

困難な原因は枝梢内にフェノール物質が多く含まれ

るためではないかと思われる。なお、‘キャンベル'

の 9 、10 月の新鮮重当たりのフェノール物質含量は

クマガワブドウより多かったが、これは‘キャンベ

ル'がこの時期に新梢伸長停止期および落葉期に当

たるのに対し、クマガワブドウはまだ新梢伸長を続

けていたためと思われる。

要約

日本原産野生種クマガワブドウ (Vitis kiusi αna 

Momiyama) の挿し木発根能について調査した。

1.クマガワブドウは、休眠枝挿し、緑枝挿しとも

発根率は低く、休眠枝挿しではIBA 処理による

発根促進効果が認められなかった。

2. クマガワブドウおよび‘マスカット・オブ・ア

レキサンドリア'の休眠枝のエタノール組抽出

液中にはイネ実生の根の生長を阻害する物質が

含まれていたが、クマガワブドウの方が阻害の

程度は強かった。その粗抽出液に、フェノール

物質吸着剤であるポリピニルポリピロリドンを

望岡亮介・小田容子・椿本美也子

添加すると、イネの根の生長抑制は軽減された

ので、この生長阻害物質はフェノール物質であ

ると考えられた。

3. クマガワブドウおよび‘キャンベル・アーリー'

の枝梢中フェノール物質含量の季節的変化を調

査したところ、乾物重当たりのフェノール物質

含量はいずれの時期でもクマガワブドウが上

回った。

以上のことから、クマガワブドウの挿し木発根困

難性が確認され、枝梢中に含まれるフェノール物質

が多いことがその原因の一つであると考えられた。
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